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 本工事は「共通仮設費（率分）のうち営繕
費」及び「現場管理費のうち労務管理費」の
下記に示す費用（以下「実績変更対象費」と
いう。）について、工事実施にあたって不足す
る技術者や技能者を広域的に確保せざるを得
ない場合も考えられることから、契約締結後、
労働者確保に要する方策に変更が生じ、土木
工事積算基準の金額相当では適正な工事の実
施が困難になった場合は、実績変更対象費の
支出実績を踏まえて最終設計変更時点で契約
変更する試行工事である。
営繕費：労働者の送迎費、宿泊費、借上費（宿
泊費、借上費については労働者確保に係る
ものに限る。）
労務管理費：募集及び解散に要する費用、賃
金以外の食事・通勤に要する費用

 共同企業体（経常建設共同企業体を含む。）
を構成する場合は、構成員毎に主任技術者又
は監理技術者を必ず１名以上選定しなければ
ならない。なお、工事を施工するために締結
した下請契約の請負代金額（当該下請契約が
二以上あるときは、それらの請負代金の総額
とする。）が4000万円以上になるときは、構
成員のうち１者は監理技術者を設置しなけれ
ばならない。
 本工事は、競争参加資格として「配置予定
の技術者等」の配置要件を設けず、契約締結
後の配置要件とする工事である。
 契約締結後に配置する技術者の要件 本工
事に設置される主任（監理）技術者は専任で
配置しなければならない。なお、専任を要す
る期間は、工事現場が稼働している期間（準
備工の期間を含む。）とする。
現場代理人又は主任（監理）技術者のうち、
いずれかの者が従事役職にかかわらず元請と
してしゅん功した次に掲げる工事経験を有す
ること。途中交代する場合も、同等以上の工
事経験を有すること。
求める経験 伸縮装置の新設又は既設伸縮装
置の取り替えを行った工事（伸縮装置のタ
イプは問わない。）
・工事経験について、工事のしゅん功した
年度については問わない。
・工事経験が、中日本高速道路株式会社が
発注し、しゅん功した工事（旧ＪＨが発
注し、平成13年度以降にしゅん功した工

事を含む。）である場合にあっては、工事
成績評定通知書により通知された評定点
が65点未満のものを除く。
・工事経験が、中日本高速道路株式会社を
除く公共工事発注機関が発注し、しゅん
功した工事である場合にあっては、工事
成績評定が一定の点数未満であるために
当該機関の競争入札において経験として
認めていないものを除く。
・特定建設工事共同企業体又は経常建設共
同企業体の構成員としての施工実績は、
出資比率が20％以上の場合のものに限
る。乙型の特定建設工事共同企業体とし
ての実績は、協定書の分担工事の実績の
み実績として認める。ただし、現場代理
人としての経験においては、共同企業体
の形態及び出資比率にかかわらず経験と
して認める。

 詳細は入札説明書による。

 本業務は、資料の提出、入札等を電子入札
システムにより行う対象業務である。ただし、
電子入札システムによりがたい者は、発注者
の承諾を得た場合に限り紙入札方式に代える
ことができる。
 本業務は、契約手続きにかかる書類の授受
を、原則として電子契約システムで行う対象
業務である。なお、電子契約システムにより
がたい場合は、発注者の承諾を得て紙方式に
代えるものとする。
 本業務は、見積参考資料を開示する試行業
務である。
 本業務は、調査基準価格又は品質確保基準
価格に満たない価格で契約した場合につい
て、業務の品質確保を図ることを目的とし、
契約図書の照査の有無にかかわらず、受注者
の負担において第三者照査を実施することを
義務付ける試行業務である。

 本業務は、入札前に技術提案書を受け付け、
価格以外の要素と入札価格を総合的に評価し
て落札者を決定する総合評価落札方式の業務
である。また、本業務は、「予算決算及び会計
令（昭和22年勅令第165号）」（以下「予決令」
という。）第85条の基準に基づく価格（以下「調
査基準価格」という。）又は予決令第85条の基
準に準じて東北地方整備局（港湾空港関係）
が予定価格1000万円以下の業務に定める価
格（以下「品質確保基準価格」という。）を設
定する業務であり、技術提案の確実な履行の
確保を厳格に評価するため、技術提案の評価
項目に新たに「履行確実性」を加えて技術評
価を行う試行業務である。
 「若手技術者登用促進型」試行業務 本業
務は、40歳未満（業務の公示日が含まれる年
度の当初（４月１日）において）の管理技術
者を定期的に指導する経験豊富な技術者（以
下、技術指導者）を担当技術者として配置で
きる「若手技術者登用促進型」の試行業務で
ある。なお、技術指導者の配置については、
参加表明書の提出者が選択できるものとす
る。

入札公告（建設工事）の訂正

次のとおり訂正します。
令和３年７月５日

支出負担行為担当官
東北農政局長 内田 幸雄

◎調達機関番号 018 ◎所在地番号 04
１ 掲載日
令和３年６月18日（号外政府調達第113号）

２ 工事名
最上川下流左岸農業水利事業 大和排水機場
建設工事
３ 訂正内容
22ページ １ 工事概要  工事内容「
土木工事」を「機場本体工」に訂正、同
中「自然排水路工 22ｍ」を「自然排水路暗渠
工 19ｍ」に訂正、「既設護岸補修工 56ｍ」を
削除、 工期 「令和６年３月10日まで」を
「令和６年３月８日まで」に訂正します。６ Summary

 Official in charge of the contract of the

procuring entity : NOGUCHI Hidemasa,

Director General of Nagoya Branch, Cen‑

tral Nippon Expressway Company Limited.

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Replace‑

ment of Bridge Expansion Joints of the Ya‑

mamura‑Damu Viaduct and other 1 bridge

on the Isewangan Expressway.

 Due date for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 4 : 00 P.M. 11 August 2021

 Due date for the submission of tenders by

electronic bidding system : 4 : 00 P.M. 27

October 2021 (Tenders submitted by re‑

gistered mail, 4 : 00 P.M.27 October 2021)

 The language used for application and

inquiry shall be Japanese.

 Contact point for tender documentation :

Contract Division, General Affairs and Cor‑

porate Strategy Department, Nagoya

Branch, Central Nippon Expressway Com‑

pany Limited. 21819, Nishiki,

Naka‑ku, Nagoya, 4600003 Tel. 052
2221448

公募型競争入札方式に係る手続開始の公示
（建築のためのサービスその他の技術的
サービス（建設工事を除く））

次のとおり指名競争入札参加者の選定の手続き
を開始します。
令和３年７月５日
支出負担行為担当官
東北地方整備局副局長 大野 昌仁

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 04
〇第６号
１ 業務概要
 品目分類番号 42
 業務名 八戸港河原木地区土質調査（電子
入札対象案件）（電子契約対象案件）
 業務内容 本業務は、八戸港ポートアイラ
ンドⅢ期の護岸構造の設計に必要な資料を得
るために実施するものである。
主な業務は、以下のとおりである。
・ボーリング工
・原位置試験及び試料採取
・土質試験

 履行期間 契約締結日から令和４年２月28
日までとする。


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